
  

「令和」時代の始まりも 「蒔田っ子のために」を合い言葉に  
校長 太田 正寿 

 新しい年号が「令和」に決まり、新たな時代の幕開けとなります。 

これからも、人々の生活が健康で和かな日々が続くことを本当に願うばかりです。 

さて、いよいよ新学期のスタートです。この時を待ち構えていたかのように、桜の花も一

斉に咲き始めました。まるで、入学式や始業式を祝ってくれているようです。 

また、子どもたち一人ひとりも、新しい学年、新しい先生、新しい友達との出会いを大

切にしながら、「新たな目標を持ってがんばっていこう。」という気持ちに満ち溢れているの

ではないでしょうか。 

さて、今年度も学校教育目標は次のように掲げています。 

 「やる気いっぱい やさしさいっぱい 元気いっぱい 蒔田っ子」 

     ＜学校教育目標・具現化のために＞ ◇主な手立て 

＜やる気いっぱいの子どもたち〉 

◇「できた」「分かった」と実感できる授業の工夫に取り組みます。そのために、子どもたち一人ひとりに応じたステッ

プを考え、小さな「できた」や「分かった」の積み重ねから、大きな自信につなげられるように指導を工夫します 

◇様々な学習活動を通して、発表力・表現力を伸ばし、自分の考えを進んで発信し、友達との意見交流を積極

的にしようとする子どもの育成を目指します。 ★主体的・協力的に学習できる子どもたちに！ 

〈やさしさいっぱいの子どもたち〉                                             

 ◇話合い活動・学び合い活動を進め、互いの違いを認め、よさを伸ばし合えるような授業づくりをします。 

 ◇なかよし班活動（異学年の交流活動）や近隣の中学校、幼稚園保育園との連携等、様々な人と交流するチャ

ンスを作り、人を大切にして協調しようとする心を育てます。 ★互いに認め合える子どもたちに！ 

〈元気いっぱいの子どもたち〉 

 ◇体育科学習・保健学習を中心に、「運動する楽しさ」や体験を豊かにするとともに、基礎的な体力や運動能力

の向上を図ります。  

 ◇学校保健委員会主催の健康アップ大作戦を中心に、「運動の日常化」「日常生活の見直し」を図り、自ら進ん

で体力づくり・健康づくりに取り組む子どもたちを育てます。 ★健康でみんなと元気に過ごす子どもたちに！ 

教育の原点は人との出会いと関わりです。子どもたち同士、共に学び合い、高め合い、よりよい自分をめざして、

自ら取り組むことのできる「蒔田っ子」に育てていきたいと願っています。 

目標の具現化をめざし、「蒔田っ子のために」を合い言葉に、誠心誠意、教職員一丸となって尽力する所存です。

また、子どもたちや保護者の皆様から「蒔田小学校でよかった。」、地域の皆様から「蒔田小学校の子どもたちはい

つも笑顔で元気で安心できる。」、教職員から「蒔田小学校に勤務してよかった。」と思われるよう、「信頼される学校

づくり」に取り組んでまいりますので、令和元年度も、保護者の皆様、地域の皆様のご理解とご支援をよろしくお願い

申し上げます。 

学校目標 「やる気いっぱい やさしさいっぱい 元気いっぱい 蒔田っ子」 
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